
１　要旨・目的

２　概要

 （１）内示状況

　　・令和５年度当初の補助公共事業の内示額は、9,618百万円（Ｄ列）となり、前年度の9,849百万円（Ｂ列）に対して97.7％となった。

　　・国補正分を含めた令和５年度の内示額は、12,134百万円（Ｊ列）となり、前年度の12,475百万円（Ｆ列）に対して97.3％となった。

　　　農林水産省の一般公共事業予算の対前年度比は97.8％であり、これを上回る増となった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｄ-Ｃ Ｄ-Ｂ Ｄ/Ｂ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｊ-Ｉ Ｊ-Ｆ Ｌ-Ｈ Ｊ/Ｆ Ｌ/Ｈ

5,279 5,036 5,919 5,389 ▲530 353 107.0% 6,948 6,705 0 6,705 7,483 6,953 0 6,953 ▲530 248 248 103.7% 103.7%

224 224 226 226 0 2 100.9% 224 224 0 224 226 226 0 226 0 2 2 100.9% 100.9%

3,029 3,000 2,459 2,459 0 ▲ 541 82.0% 3,722 3,693 2,542 1,151 3,152 3,152 1,320 1,832 0 ▲ 541 681 85.3% 159.1%

1,000 1,000 999 983 ▲16 ▲ 17 98.3% 1,010 1,010 0 1,010 1,010 994 0 994 ▲ 16 ▲ 16 ▲16 98.4% 98.4%

624 589 631 561 ▲69 ▲ 28 95.3% 878 843 0 843 878 809 0 809 ▲69 ▲ 34 ▲34 96.0% 96.0%

10,157 9,849 10,233 9,618 ▲615 ▲ 231 97.7% 12,782 12,475 2,542 9,933 12,749 12,134 1,320 10,814 ▲615 ▲ 341 881 97.3% 108.9%
 ※　単位未満を四捨五入しているため，合計と内訳が一致しない場合がある。

 （２）主な増減理由（通常分）

３　今後の対応

　ア　農業農村：増加
　　　農道や農業水利施設の長寿命化対策について、工事が本格化することにより、所要額が増加したため。

　イ　治山：増加

　　　豪雨災害分に係る取組の進捗に伴い、通常分の治山施設の整備に係る取組を強化することにより、所要額が増加したため。

　　事業の執行にあたっては、平成30年７月豪雨災害や令和３年７月・８月豪雨災害等からの一日でも早い復旧・復興に全力をあげて取り組むとともに、「２０２５広島県

　農林水産業アクションプログラム」に基づく、生産性の高い持続可能な農林水産業の確立に向けた取組についても、計画的な執行に努める。
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令和５年度補助公共事業の内示状況について

　　農林水産局における令和５年度補助公共事業の内示状況を報告する。

　　　このうち、豪雨災害分を除いた通常分については、令和５年度の内示額は、10,814百万円（Ｌ列）となり、前年度の9,933百万円（Ｈ列）に対して108.9％となった。
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